
参  考
市民憲章（素案）に関わる市民意見として提出された代案（平成12年11～12月聴取）
■代案１（本文のみ）（市民意見３－１４）

１  祖先から受け継いだ、かけがえのない自然環境を大切にし、これ以上、海を汚さず、

    緑を減らさないようにして、うるおいのある街をつくります。

  ２  原子力空母や原子力産業の危険性から市民を守り、地震や風水害からの被害を

      最小限にした、安全なまちをつくります。

  ３  市民レベルで世界のすべての人々と交流して、世界に開かれた都市をつくります。

  ４  新産業だけに傾斜せず、既存産業や地場産業の振興に努めて、活気のある街

      をつくります。

  ５  祖先から受け継いだ遺産を大切にし、近代化遺産等を市民のために活用して、

      ゆとりのある街をつくります。
■代案２（市民意見４－９）

  私たちの横須賀は、大都市東京、横浜の近郊に位置し、３方に広がる海と緑あふれる自然が残る三浦半島にあり、その中で最大の市域を持っています。

  黒船来航以来、横須賀製鉄所、海軍基地、各種工業用地として、近代文明の幕開け・推進の役割を果すと共に、首都圏への魚・野菜などの供給基地としても大きな役割を担ってきました。又、豊かな海、山の自然環境は首都圏の行楽地として、鎌倉、逗子、葉山、三浦と共に、多くの人々に親しまれてきました。

  東京圏の拡大と共に、交通の利便性と豊かな自然環境が注目され、首都圏のベッドタウンとしての利用や、老後の安住地としても期待される一方、近年、国際交流や高度情報技術研究などの新しい機能が、従来の機能に加わり、２１世紀へ向けて、新たな横須賀が生まれつつあります。

  このような時期に、横須賀が自己決定と自己責任を強く求められる中核市として新たな出発をすることは願ってもない機会であります。市民、行政が共に手を携え、持てる能性を遺憾無く発揮し、２１世紀への新たなまちづくりに取組む決意で、この憲章を定めます。

  １  他地域や外国などの多様な人々と交流・連携し、

        外部の人々に親切で、開かれたまちをつくります。

  ２  三浦半島の歴史と自然環境、自然景観を尊重・維持・保全・再生し、

        海と緑の自然の恩恵を享受した、うるおいと、ゆとりのあるまちをつくります。

  ３  豊かな知識と感性を集約し、ＩＴ技術の活用により

        活気にあふれ、健康で、魅力ある文化とまちをつくります。

  ４  お互いに助け合い、且つ、生活インフラ施設・設備を充実し、

        安全で、安心して生活ができるまちをつくります。

  ５  上記、4つの憲章を実行する場合、全ての行為は相互に関係し合う、という認識を持

      ち、総合的判断と良きデザインを常に意識し、効率と付加価値を高めます。

  ６  上記、4つの憲章を実行する横須賀のデザイン・コンセプトは

        「自然を大切に」、「自然との調和」、「人にやさしく」であります。

■代案３（市民意見４－１１）

  私たちのまち横須賀は、三方に広がる海と緑あふれる自然の中で、近代文明の幕開けとなった黒船来航などの歴史の舞台として発展してきました。

  ２１世紀の幕開けとともに、中核市として新たな出発をするに当たり、市民一人ひとりが主役となって、平和で希望に満ちた横須賀にしたいと願い、ここに市民憲章を定めます。

  １  平和を愛する心をもち、世界の人々と交流するまちにしましょう。

  １  自然と環境を大切にし、うるおいのあるまちにしましょう。

  １  健康で活気にあふれたゆとりあるまちにしましょう。

  １  豊かな知恵と感性で、新しい文化のまちにしましょう。

  １  みんなで助け合い、安全で安心なまちにしましょう。

























